
広報まつまえ  令和2年6月号広報まつまえ  令和2年6月号

病院事業会計
平成30年度　決算の状況

●収益的収入及び支出の状況 （単位　千円）

科 目

収益的収入

収益的支出

差 引 合 計

当年度未処理欠損金

予 算 額 決 算 額
予 算 額 に
対する決算
額 の 割 合

1,361,934

1,354,926

7,008

－

99.7%

96.5%

－

－

1,357,705

1,307,020

50,685

0

●資本的収入及び支出の状況 （単位　千円）

科 目

資本的収入

資本的支出

差 引 合 計

予 算 額 決 算 額
予 算 額 に
対する決算
額 の 割 合

52,228

63,434

△ 11,206

100.0%

99.5%

－

52,228

63,112

△ 10,884

※収支不足額10,884千円は、減債積立金1,000千円、過年度分損益勘定留保資
金9,884千円で補てんした。

●一時借入金の状況
借入金実績なし。

●一時借入金の状況
借入金実績なし。

令和元年度　予算執行の状況
●収益的収入及び支出の状況 （単位　千円）

科 目

収益的収入

収益的支出

差 引 合 計

当年度未処理欠損金

予 算 額

本年度収入及び支出済額

4月1日～
9月30日

10月1日～
3月31日

累 計

予 算 額 に
対する収入
及び支出額
の 割 合

1,310,625

1,354,655

△ 44,030

－

669,544

749,210

△ 79,666

－

1,295,899

1,300,484

△ 4,585

626,355

551,274

75,081

－

98.9%

96.0%

－

－

●資本的収入及び支出の状況 （単位　千円）

科 目

資本的収入

資本的支出

差 引 合 計

予 算 額

本年度収入及び支出済額

4月1日～
9月30日

10月1日～
3月31日

累 計

予 算 額 に
対する収入
及び支出額
の 割 合

39,999

58,473

△ 18,474

26,682

26,811

△ 129

38,599

55,925

△ 17,326

11,917

29,114

△ 17,197

96.5%

95.6%

－

●年度末公債の状況（元金） （単位　千円）

平成29年度末現在高
（A）

差 引 現 在 高
（A）＋（B）－（C）

本 年 度

借 入 額（B） 償 還 額（C）

105,468 21,100 9,303 117,265

●公債の状況（元金） 令和2年3月31日現在　（単位　千円）

平成30年度末
現 在 高
      (A)

本 年 度

4月1日～
9月30日
（B）

10月1日～
3月31日
（C）

4月1日～
9月30日
（D）

10月1日～
3月31日
（E）

差引現在高
（A）＋（B）＋
（C）－（D）－
（E）

借 入 額 償 還 額

116,0715,9215,87310,600117,265

1617

国民年金だより国民年金だより 年金のことでご不明な点はお問い合わせください。
役場町民生活課（☎42－2633）

　現在、結婚されている方で、結婚される前の姓での年金記録は正確に

記録されていますか？その当時、会社や会社が経営する工場などで働い

ていた場合は旧姓で厚生年金に加入していた可能性があります。

　その会社が現在では廃業、倒産していても厚生年金の加入記録は年金

機構に記録されています。疑問のある方は、函館年金事務所による年金

相談（次回は8月20日です。）や役場町民生活課へ相談してください。

あなたの年金記録に「旧姓」の記録はありますか？

○定額保険料　→　月額16,540円　
　郵便局、各金融機関およびコンビニエンスストアの窓口で納付してください。

　1年分をまとめて納付する場合や口座振替により納付する場合は、保険料の割引がありますので

役場町民生活課へお問い合わせください

令和2年度　国民年金保険料の納付をお忘れなく

　受給資格期間は10年以上必要です。保険料の納付・免除期間などを合わせて、決められた受給資格

期間を得ることができなければ、老齢基礎年金を受け取ることはできませんので注意してください。

　老齢基礎年金は、40年間の保険料を納めた場合に65歳から満額（781,700円）支給されます。

※令和2年4月からの額です。

　また、未納が多いと「遺族基礎年金」、「障害基礎年金」など、もしもの時の年金が受けられないこ

とがありますので注意しましょう。

年金の受給資格期間をご確認ください

　定額の保険料に月額400円の付加保険料を上乗せして納めると、将来の老齢基礎年金に付加年金が

加算されます。

　受給できる付加年金の年額は「200円×付加保険料を納めた月数」で計算し、2年以上受け取ると、

支払った付加保険料以上の年金が受け取れます。（物価スライドはありません）

　手続きは、役場町民生活課または各支所で行えます。

（例）付加保険料を10年間納めると.....
　　　　　・10年間に支払う保険料　400円×120月＝48,000円
　　　　　・1年間で受給できる付加年金　200円×120月分＝24,000円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（24,000円×2年＝48,000円）※
※上記のとおり2年で納めた保険料の元がとれることになります。

お得です！年金が増える「付加保険料」　


